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Ｊ
Ａ
あ
づ
み
長
期
構
想
・
２
０
２
２

―
２
０
２
４　

3
ヶ
年
計
画
に
基
づ
き

２
０
２
３
年
10
月
か
ら
安
曇
野
市
豊
科

の
現
本
所
構
内
で
建
設
工
事
を
進
め
て

き
た
「
本
所
・
豊
科
支
所
」
の
新
社
屋

完
成
を
記
念
し
、
10
月
29
日
に
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
Ｊ
Ａ
役
職
員
や
Ｊ

Ａ
全
農
長
野
、（
株
）守
谷
商
会
な
ど
関
係

者
約
60
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
宮
澤
清

組
合
長
や
千
國
茂
顧
問
、（
株
）守
谷
商
会

の
吉
澤
浩
一
郎
取
締
役
会
長
ら
が
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
を
行
い
、
新
た
な
門
出
を
祝

い
ま
し
た
。

宮
澤
清
組
合
長
は
「
あ
づ
み
農
協
旧

本
所
は
4
階
建
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り

の
建
物
で
、
時
代
を
先
取
り
し
安
曇
野

に
相
応
し
い
モ
ダ
ン
な
建
物
と
し
て
注

目
を
集
め
る
と
と
も
に
、
今
日
ま
で
組

合
員
の
営
農
と
暮
ら
し
の
活
動
拠
点
と

し
て
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
が
、

老
朽
化
や
耐
震
性
な
ど
の
問
題
か
ら
建

て
替
え
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

新
社
屋
は
鉄
骨
2
階
建
て
で
同
市
に
あ

っ
た
豊
科
支
所
を
建
物
内
部
に
移
転
し

▲旧本所建物解体に向け清祓い
を行う関係者ら

▲宮澤組合長（中央）や関係者によるテープカット ▲セレモニーにて挨拶を述べる
宮澤組合長

新社屋完成記念新社屋完成記念
オープニングセレモニー開催オープニングセレモニー開催

1
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ス
リ
ム
化
。
多
目
的
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ホ
ー

ル
な
ど
も
設
け
組
合
員
や
利
用
者
が
気

軽
に
集
い
、
く
つ
ろ
げ
る
空
間
を
創
出

し
た
。
今
後
も
農
業
協
同
組
合
の
使
命

で
あ
る
農
業
振
興
と
暮
ら
し
の
拠
点
と

な
る
よ
う
に
全
力
を
尽
く
す
」
と
挨
拶

し
ま
し
た
。

新
社
屋
の
延
床
面
積
２
３
５
８
．11

㎡
。
１
階
に
は
旧
豊
科
支
所
の
金
融
窓

口
や
ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、
金
融
共
済
事

業
部
を
、
2
階
に
総
務
開
発
事
業
部
な

ど
の
本
部
機
能
を
構
え
る
と
と
も
に
大

会
議
室
や
小
会
議
室
な
ど
を
設
け
ま
し

た
。ま

た
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
と
蓄
電
設
備

を
新
た
に
導
入
し
て
市
中
心
部
の
立
地

を
生
か
し
災
害
時
に
地
域
住
民
の
避
難

場
所
と
し
て
機
能
さ
せ
ま
す
。

２
０
２
３
年
5
月
に
開
催
し
た
第
57

回
通
常
総
代
会
で
決
議
し
、
同
年
11
月

よ
り
建
設
工
事
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

工
事
期
間
中
21
回
も
の
工
程
会
議
が
開

か
れ
、
２
０
２
４
年
10
月
2
日
に
新
社

屋
が
完
成
し
ま
し
た
。

今
後
、
旧
本
所
の
解
体
工
事
を
進
め
、

外
構
や
駐
車
場
な
ど
す
べ
て
の
工
事
が

完
了
す
る
の
は
令
和
7
年
6
月
に
な
る

見
通
し
で
す
。

▲１F　豊科支所 ▲１F　金融共済事業部 ▲１F　ローンセンター

▲２F　大会議室 ▲２F　総務開発事業部 ▲ 1F　ギャラリーホール

①旧本所隣の砂利道を矢印の
方向へお進みください

②新社屋左側がお客様用駐車
場となります。（赤いコーン付
近に駐車してください）

③建物右側が入口となりますの
で矢印方向に向かってお入り
ください

◀◀

【新社屋入り口までのご案内】
旧本所工事中のため入口がわかりづらくなっています。
ご迷惑をおかけしておりますが、皆様のご来店をお待ちしております。
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来
年
の
栽
培
に
向
け
て

　
　

土
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
の
野
菜
の
生
育
は
い
か
が
で
し

た
か
。
一
年
の
栽
培
を
振
り
返
り
、
今

後
は
こ
の
冬
の
間
に
土
壌
診
断
を
行
い

土
の
状
態
を
把
握
し
、
健
全
な
野
菜
を

栽
培
す
る
た
め
の
土
づ
く
り
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

　

野
菜
が
健
全
に
生
育
す
る
た
め
に

は
、
根
が
深
く
土
壌
中
に
伸
長
し
十
分

に
養
水
分
を
吸
収
で
き
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
そ
の
た
め
に
は
土
壌
の
①
水
は

け
や
通
気
性
が
よ
く
、
②
保
水
力
が
あ

り
、
③
酸
度
が
適
正
で
、
④
有
機
質
に

富
ん
で
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。特
に
、

畑
と
水
田
で
は
違
い
が
あ
り
、
畑
で
は

比
較
的
連
作
し
が
ち
で
Ｐ
Ｈ
調
整
で
き

て
い
ま
す
が
、
同
じ
作
物
を
栽
培
さ
れ

る
方
が
多
い
の
で
少
し
で
も
場
所
を
変

え
て
堆
肥
の
施
用
を
し
て
く
だ
さ
い
。

水
稲
か
ら
の
野
菜
作
付
け
は
、
Ｐ
Ｈ
が

低
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
の
で
、
Ｐ
Ｈ
調

整
が
必
要
で
す
。
作
土
も
浅
い
の
で
で

き
る
だ
け
堆
肥
を
多
く
入
れ
て
有
機
物

に
富
ん
だ
土
づ
く
り
が
重
要
で
す
。

有
機
質
資
材
の
投
入
と
深
耕

　

①
②
の
状
態
に
す
る
た
め
に
は
、
土

の
団
粒
化
を
促
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

有
機
質
資
材
を
十
分
に
施
す
こ
と
で
土

の
団
粒
化
を
促
進
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
作
土
層
を
厚
く
す
る
こ

と
で
根
域
を
確
保
し
、
湿
害
な
ど
に
対

応
す
る
た
め
、
有
機
物
資
材
投
入
時
に

深
耕
す
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う

Ｐ
Ｈ
の
矯
正

　

③
に
つ
い
て
畑
の
土
は
、
石
灰
・
苦
土

が
作
物
の
吸
収
や
雨
に
よ
る
流
亡
で
減
少

す
る
場
合
や
、
窒
素
肥
料
に
よ
る
ア
ン
モ

ニ
ア
の
硝
酸
化
に
よ
っ
て
、
酸
性
化
す
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
逆
に
ハ
ウ
ス
作
型
の

土
壌
は
石
灰
の
蓄
積
に
よ
っ
て
ア
ル
カ
リ

性
に
偏
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら
に

偏
っ
て
も
肥
料
分
が
吸
収
し
に
く
く
作
物

が
う
ま
く
生
育
で
き
ま
せ
ん
。
野
菜
に
よ

り
適
し
た
土
壌
酸
度
は
違
い
ま
す
が
、
Ｐ

Ｈ
６
～
７
を
目
安
に
適
正
な
資
材
を
施

し
、
矯
正
し
て
下
さ
い
。

土
壌
診
断
の
実
施

　

①
～
④
の
条
件
を
満
た
す
土
づ
く
り
の

目
安
と
し
て
、
土
壌
診
断
を
実
施
し
ま

し
ょ
う
。

土
の
採
り
方

　

畑
の
四
隅
と
中
央
の
5
か
所
か
ら
土

を
採
取
し
ま
す
。
表
面
の
ゴ
ミ
な
ど
を

取
り
除
き
、
深
さ
15
㎝
の
土
を
同
量
採
取

し
ま
す
。
5
か
所
の
土
を
一
つ
に
ま
と
め

よ
く
混
ぜ
て
、
き
れ
い
な
紙
に
薄
く
広
げ

て
よ
く
乾
燥
さ
せ
た
後
、
2
㎜
目
の
ふ
る

い
に
か
け
ま
す
。
各
地
域
営
農
セ
ン
タ
ー

に
あ
る
土
壌
診
断
用
の
紙
封
筒
に
必
要
量

（
２
０
０
ｇ
程
度
）
を
入
れ
て
提
出
を
し

て
下
さ
い
。
診
断
結
果
は
、
届
き
次
第
ご

報
告
し
ま
す
の
で
今
後
の
野
菜
栽
培
に
活

用
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

詳
し
く
は
各
地
域
営
農
セ
ン
タ
ー
又

は
、
各
地
区
担
当
指
導
員
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
梓
川
地
域
営
農
セ
ン
タ
ー　

唐
澤　

久
智
）

本
年
度
の
栽
培
を
振
り
返
り
、
次
年

度
へ
の
栽
培
に
活
か
し
ま
し
ょ
う

　

り
ん
ご
「
ふ
じ
」
の
収
穫
作
業
も
終

了
を
迎
え
ま
し
た
。
12
月
は
本
年
度
の

栽
培
状
況
を
振
り
返
り
次
年
度
の
生
産

に
向
け
て
準
備
を
始
め
る
時
期
と
な
り

ま
す
。

品
目
・
品
種
毎
に
生
産
量
や
等
階
級
比

率
、
病
害
虫
の
発
生
状
況
な
ど
を
整
理

す
る
事
で
課
題
を
確
認
し
、
次
年
度
へ

の
栽
培
に
活
か
し
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

樹
園
地
の
整
備

①
降
雪
前
の
野
ネ
ズ
ミ
対
策
と
し
て
、

幹
周
り
の
草
か
き
を
行
い
、
落
果
し

た
果
実
は
拾
い
集
め
て
圃
場
内
を
き

れ
い
に
し
て
下
さ
い
。

②
こ
の
時
期
の
除
草
剤
散
布
は
、春
先

の
雑
草
の
発
生
を
抑
え
る
と
共
に
冬

期
間
の
野
ネ
ズ
ミ
に
よ
る
食
害
軽
減

に
も
繋
が
り
ま
す
。樹
幹
や
ひ
こ
ば

え
に
飛
散
し
な
い
よ
う
風
の
穏
や
か

な
日
を
選
び
散
布
を
行
っ
て
下
さ
い
。

そ
の
他
の
管
理

①
棚
・
ト
レ
リ
ス
等
に
ゆ
る
み
が
生
じ
た

り
、古
く
な
っ
て
い
る
圃
場
で
は
、降

雪
前
に
点
検
補
修
を
行
っ
て
下
さ
い
。

②
来
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
て
農
機
具
の
点

検
・
整
備
を
実
施
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

③
凍
害
防
止
の
た
め
、
特
に
若
木
で
は
主

幹
部
の
保
護
と
し
て
、
わ
ら
巻
き
や
白

塗
剤
の
塗
布
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

「
り
ん
ご
若
木
の
白
塗
剤
塗
布
」

　

地
際
部
か
ら
地
上
70
㎝
～
1
ｍ
の
部
位

に
白
塗
剤
を
塗
布
す
る
。

　

詳
し
く
は
、
各
地
域
営
農
セ
ン
タ
ー
果

樹
指
導
員
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

安全・安心！！  健康農作物づくり  
豊かな安曇野の大地が育てる安全・安心な自然の恵み。皆さんと一緒に元気な農業をお手伝い！

（
梓
川
地
域
営
農
セ
ン
タ
ー
課
長
代
理　

榑
沼　

友
和
）
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あ
づ
み
で
は
化
学
合
成
農
薬
６
成

分
と
な
っ
て
お
り
、
長
野
県
の
慣
行

農
薬
数
は
12
成
分
、
全
国
平
均
は
17

成
分
な
の
で
農
薬
の
使
用
量
が
非
常

に
少
な
い
の
が
特
徴
で
す
。

ヌ
カ
ッ
子
は
米
ヌ
カ
等
植
物
系
の
有
機

資
材
を
使
用
し
て
作
っ
て
い
ま
す
。
ヌ
カ

は
ヌ
カ
で
も
、
一
般
の
ヌ
カ
と
違
い
無
洗

米
を
作
る
過
程
で
出
る
肌
ヌ
カ
を
使
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
に
、
菜
種
粕
や
大
豆
を
混

入
し
て
作
っ
た
「
米
の
精
７
号
」
と
い
う

肥
料
を
、
10
ａ
あ
た
り
１
２
０
㎏
の
基
準

量
と
し
て
散
布
し
て
い
ま
す
。

水
田
か
ら
出
た
物
を
水
田
に
還
す
循
環

型
の
栽
培
方
法
で
す
。

※
栽
培
に
興
味
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
地

区
指
導
員
ま
で
お
声
が
け
下
さ
い
。

『
家
畜
伝
染
病
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
』

　

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の

家
畜
の
伝
染
性
ウ
イ
ル
ス
が
流
行
り
出

す
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
隣
接
の
新
潟

県
で
は
10
月
26
日
に
高
原
性
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
が
発
生
。
Ｃ
Ｓ
Ｆ
（
豚
熱
）

は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
し
て
お
り
ま
す

が
依
然
と
し
て
油
断
で
き
な
い
状
況
で

す
。
Ｃ
Ｓ
Ｆ
は
豚
、
イ
ノ
シ
シ
の
病
気

で
あ
り
、
人
に
感
染
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
国
内
で
は
ま
だ
発
生

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
Ａ
Ｓ
Ｆ
（
ア
フ
リ

カ
豚
熱
）
も
ア
ジ
ア
諸
国
で
発
生
が
相

次
い
で
い
ま
す
。
Ａ
Ｓ
Ｆ
は
ワ
ク
チ
ン

が
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
と
も
ウ
イ
ル
ス

の
進
入
防
止
対
策
を
徹
底
す
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

予
防
対
策
の
ポ
イ
ン
ト

　
【
家
畜
全
般
】

①
生
産
現
場
（
衛
生
管
理
）
区
域
へ

進
入
す
る
際
の
車
両
（
侵
入
者
）

の
消
毒
ポ
イ
ン
ト

　
（
踏
み
込
み
槽
・
マ
ッ
ト
）の
設
置
。…

消
毒
液
の
定
期
的
交
換
を
忘
れ
ず
に
。

②
入
場
者
等
の
記
録
簿
の
管
理
。

③
場
内
専
用
の
服
や
長
靴
の
設
置
。

④
畜
舎
周
辺
の
整
理
整
頓
。

⑤
出
入
り
箇
所
の
最
小
限
化
。・
・
・

出
入
り
口
が
多
数
あ
る
こ
と
に
よ
り

進
入
防
止
が
取
り
辛
く
な
る
。

⑥
野
生
動
物
の
侵
入
を
防
ぐ
対
策
。

　
【
家
き
ん
舎
】

①
金
網
等
の
破
損
箇
所
の
修
繕
。

②
壁
等
の
破
損
箇
所
の
修
繕
。

③
ね
ず
み
対
策
と
し
て
ト
ラ
ッ
プ
の
設
置
。

④
家
き
ん
舎
周
辺
の
樹
木
の
剪
定
。・・・

野
鳥
の
止
ま
り
木
を
作
ら
な
い
こ
と

を
目
的
と
し
ま
す
。

　　

①
②
に
つ
い
て
は
野
鳥
や
ね
ず
み
な
ど

の
野
生
動
物
の
侵
入
を
防
止
す
る
た
め
の

対
策
で
す
。
庭
先
で
ニ
ワ
ト
リ
を
飼
っ
て

い
る
皆
様
に
つ
き
ま
し
て
も
徹
底
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
む
や
み
な
野
生
動
物
、
野
鳥
と

の
接
触
は
避
け
、
死
亡
し
た
イ
ノ
シ
シ
、

野
鳥
を
発
見
し
た
ら
直
接
触
る
こ
と
は
や

め
、
最
寄
の
家
畜
保
健
衛
生
所
へ
相
談
を

お
願
い
し
ま
す
。

営農メモあづみ野豊穣

本
年
も
残
り
少
な
く
な
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
作
柄
は
い
か
が
だ
っ
た
で
し

ょ
う
か
？
本
年
の
気
象
状
況
は
育
苗
期

間
中
の
高
温
に
始
ま
り
、
成
育
期
間
中

の
高
温
、
出
穂
後
の
高
温
や
降
雨
、
収

穫
時
の
高
温
と
降
雨
と
い
っ
た
よ
う
に

非
常
に
栽
培
管
理
の
難
し
い
年
で
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

次
年
度
に
向
け
て
、
育
苗
管
理
や
成

育
管
理
、
肥
培
管
理
を
再
度
ご
確
認
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

★
Ｊ
Ａ
あ
づ
み
で
は
特
別
栽
培
米

『
ヌ
カ
ッ
子
』
の
作
付
け
を
推
奨

し
て
い
ま
す
。

ヌ
カ
ッ
子
栽
培
は
国
の
特
別
栽
培
農

産
物
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
い
、
化
学

肥
料
・
化
学
合
成
農
薬
を
地
域
慣
行
の

50
％
以
上
削
減
、
環
境
や
人
へ
の
安
全

安
心
、
食
味
向
上
を
目
指
し
栽
培
し
た

お
米
で
す
。

有
機
物
を
エ
サ
に
し
て
大
地
に
微
生

物
を
増
や
し
自
然
の
力
を
活
用
し
て
い

ま
す
。

（
三
郷
地
域
営
農
セ
ン
タ
ー
課
長
代
理　

逸
見　

守
信
）

畜
産

米
穀

（
Ｊ
Ａ
中
信
畜
産
酪
農
営
農
セ
ン
タ
ー
出

向
畜
産
担
当　
　
　
　
　
　
　
　

 

原　

諒
）
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Hot Report

長
野
県
農
協
生
産
資
材
事
業
推
進

協
議
会
農
機
専
門
部
会
中
信
支
部

は
、
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
営
農
研
修
セ
ン

タ
ー
構
内
で「
Ｊ
Ａ
農
業
機
械
農
業

女
子
応
援
講
習
会
」を
開
き
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
あ
づ
み
女
性
部
員
や
Ｊ
Ａ
職
員

ら
13
人
が
参
加
。
実
践
を
通
じ
て
刈

り
払
い
機
や
管
理
機
、
ト
ラ
ク
タ
ー

の
操
作
方
法
や
利
便
性
な
ど
を
学
び

ま
し
た
。
農
業
機
械
の
魅
力
を
伝

え
、
農
業
分
野
で
の
女
性
の
活
躍
を
Ｊ
Ａ
と
共

に
後
押
し
す
る
の
が
目
的
。
講
習
会
で
は
、
参

加
者
が
2
班
に
分
か
れ
て
、
各
メ
ー
カ
ー
担
当

者
か
ら
注
意
事
項
や
操
作
方
法
の
説
明
を
受
け

た
後
、
同
セ
ン
タ
ー
に
隣
接
す
る
畑
で
一
人
ず

つ
操
作
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
栗
原
真
樹
さ
ん

は
「
大
き
な
機
械
や
刃
の
鋭
い
機
械
は
苦
手
意

識
が
あ
っ
た
が
、
基
本
的
な
操
作
を
教
え
て
も

ら
い
自
信
に
な
っ
た
。
今
後
に
活
か
し
て
い
き

た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
あ
づ
み
食
糧
専
門
委
員
会

は
、
同
Ｊ
Ａ
総
合
事
業
基
地
で
第
21

回
Ｊ
Ａ
あ
づ
み
水
稲
品
質
改
善
共
進

会
を
開
き
ま
し
た
。
水
稲
の
栽
培
技

術
や
品
質
向
上
を
目
指
す
こ
と
を
目

的
に
、
Ｊ
Ａ
管
内
14
地
区
か
ら
70
点

の
玄
米
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
厳
選

な
審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
の
松
本

農
業
農
村
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
賞
に
、
平
川
邦

夫
さ
ん（
穂
高
）が
選
ば
れ
ま
し
た
。審
査
は
、食

味
値
と
整
粒
値
が
高
い
上
位
20
点
を
選
抜
。そ

の
中
か
ら
農
産
物
検
査
員
ら
９
人
が
、整
粒
の
高

値
や
胴
割
れ
米
や
未
熟
粒
の
低
値
な
ど
の
目
視

判
定
で
入
賞
10
点
を
決
め
ま
し
た
。松
本
農
業

農
村
支
援
セ
ン
タ
ー
技
術
経
営
普
及
課
の
谷
口

岳
志
主
任
は「
高
温
で
大
変
な
年
で
あ
っ
た
が
、

水
管
理
や
適
期
刈
り
取
り
な
ど
の
対
策
が
適
切

に
実
施
さ
れ
て
い
る
。生
産
者
の
努
力
が
品
質
の

高
さ
に
つ
な
が
っ
た
」と
講
評
し
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
以
外
の
入
賞
者
は
次
の
通
り
。

か
っ
こ
内
は
地
区
名（
敬
称
略
）

▽
優
秀
賞
＝
丸
山
貢
康（
明
盛
）、小
穴
正
壽

（
温
）、藤
原
義
則（
三
田
）、萩
原
秋
雄（
烏

川
）▽
優
良
賞
＝
小
口
茂（
南
穂
高
）、丸
山
か

ず
子（
有
明
）、小
島
正
明（
明
盛
）、望
月
純
一

（
西
穂
高
）、藤
松
英
久（
温
）

安
曇
野
市
三
郷
温
の
中
央
果
実

選
果
所
で
リ
ン
ゴ
晩
生
種
の
主
力

「
サ
ン
ふ
じ
」
を
初
出
荷
し
、
出
荷

初
日
は
約
６
０
０
ケ
ー
ス
（
1
ケ
ー

ス
＝
10
㌔
）
を
東
京
、
北
九
州
、
県

内
市
場
に
出
荷
し
ま
し
た
。

令
和
6
年
度
産
は
、
春
先
の
凍
霜

害
の
影
響
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
も

の
の
夏
場
以
降
の
高
温
に
よ
る
日
焼

け
や
、
収
穫
期
の
降
雨
に
よ
る
裂
果

な
ど
の
ロ
ス
果
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
こ
の
ほ

ど
の
寒
暖
差
に
よ
り
糖
度
が
乗
っ
て
、
玉
肥
大

も
良
好
で
し
た
。

選
果
所
で
は
選
果
人
が
傷
な
ど
を
目
視
で
確

認
し
、
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
ー
に
載
せ
、
光
セ
ン

サ
ー
で
糖
度
、
熟
度
、
着
色
な
ど
を
判
別
し
、

特
秀
か
ら
良
ま
で
の
５
等
級
に
分
け
て
箱
詰
め

し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
あ
づ
み
り
ん
ご
部
会
の
佐
原
茂
部
会
長
は

「
異
常
気
象
の
な
か
、手
塩
に
か
け
て
育
て
て
き

た
。り
ん
ご
を
家
族
皆
で
食
べ
な
が
ら
笑
顔
に
な

っ
て
く
れ
た
ら
嬉
し
い
」と
話
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
あ
づ
み
花
き
専
門
委
員
会

は
8
日
、Ｊ
Ａ
あ
づ
み
資
材
倉
庫
内

で
第
45
回
花
き
品
評
会
ス
ト
ッ
ク

部
門
審
査
会
を
開
き
ま
し
た
。

品
評
会
に
は
管
内
生
産
者
が
59

点
の
ス
ト
ッ
ク
を
出
品
し
、花
き
専

門
家
が
入
賞
作
2
点
を
選
出
し
ま

し
た
。

審
査
は
比
較
審
査
と
な
り
そ
の
中
か
ら
優
れ

た
物
を
選
出
し
ま
し
た
。審
査
員
5
人
が
、草
姿

や
形
状
、病
害
虫
に
よ
る
被
害
が
な
い
か
な
ど

を
審
査
し
ま
し
た
。

松
本
農
業
農
村
支
援
セ
ン
タ
ー
の
三
宅
明
子

主
査
は
「
9
、10
月
と
厳
し
い
暑
さ
が
続
き
、生

育
状
況
が
心
配
さ
れ
た
が
、花
の
咲
き
具
合
や

葉
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
も
有
り
品
質
の
高
い
ス
ト

ッ
ク
に
仕
上
が
っ
て
い
る
」と
講
評
し
ま
し
た
。

入
賞
者
は
次
の
通
り
。か
っ
こ
内
は
地
区
名（
敬

称
略
）

▽
優
秀
賞
＝
望
月
和
美（
穂
高
）▽
金
賞
＝
海
川

信
義（
穂
高
）

り
ん
ご「
サ
ン
ふ
じ
」初
出
荷　

肥
大
・
食
味
と
も
良
好
な
仕
上
が
り

農
業
機
械
の
利
便
性
学
ぶ　

農
業
女
子
の
活
躍
後
押
し

平
川
邦
夫
さ
ん（
穂
高
）最
優
秀
賞「
第
21
回
Ｊ
Ａ
あ
づ
み
水
稲
品
質
改
善
共
進
会
」

第
45
回
花
き
品
評
会
ス
ト
ッ
ク
部
門　

生
産
者
の
技
術
光
る

10月
30日

11月
5日

11月
8日

11月
8日

▲ストックの草姿や形状を評価する審査員ら

▲赤く色づいた「サンふじ」を選果する選果人ら▲トラクターを操作する参加者㊨と説明するメーカー担当者

▲目視判定で厳正に審査する審査員ら
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Hot Report 注目・期待！！ あづみトピックス

Ｊ
Ａ
あ
づ
み
有
明
出
張
所
と
穂
高
地
域
営
農
セ
ン
タ
ー
は
穂
高
地
域
営
農
セ
ン
タ
ー

倉
庫
内
に
て
「
第
30
回
有
明
地
区
祭
と
新
そ
ば
祭
り
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
総
代
や
青

壮
年
部
、
女
性
部
、
Ｊ
Ａ
職
員
ら
約
60
名
が
参
加
し
地
元
住
民
た
ち
と
の
交
流
を
楽
し
み
、

来
場
者
約
３
０
０
名
を
出
迎
え
ま
し
た
。

売
場
で
は
白
菜
や
ご
ぼ
う
、な
が
い
も
と
い
っ
た
農
産
物
や
旬
の
リ
ン
ゴ
「
サ
ン
ふ
じ
」

な
ど
を
販
売
し
ま
し
た
。
ま
た
地
元
生
産
法
人
の
富
田
生
産
組
合
に
よ
る
新
そ
ば
販
売
を

行
い
１
０
０
食
限
定
の
新

そ
ば
が
イ
ベ
ン
ト
開
始
か

ら
約
30
分
で
完
売
す
る
ほ

ど
の
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

児
童
限
定
の
お
菓
子
の
つ
か
み
取

り
や
豚
汁
の
振
舞
い
、「
童
謡
唱
歌

こ
だ
ま
の
会
」に
よ
る
合
唱
、子
供
も

参
加
し
て
の
餅
つ
き
大
会
と
餅
の
振

舞
い
と
い
っ
た
多
彩
な
催
し
が
行
わ

れ
、会
場
は
訪
れ
た
来
場
者
で
大
変

賑
わ
い
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
と
虹
の
ホ
ー
ル
グ
ル
ー
プ

の
8
Ｊ
Ａ
（
Ｊ
Ａ
長
野
八
ヶ
岳
、
Ｊ

Ａ
信
州
諏
訪
（
㈱
あ
ぐ
り
ラ
イ
フ
信

州
諏
訪
、
Ｊ
Ａ
木
曽
、
Ｊ
Ａ
松
本
ハ

イ
ラ
ン
ド
、
Ｊ
Ａ
大
北
、
Ｊ
Ａ
グ
リ

ー
ン
長
野
、
Ｊ
Ａ
な
が
の
）
主
催
に

よ
る
「
虹
の
花
束
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
、

11
月
11
日
（
月
）
に
ま
つ
も
と
市
民

芸
術
館
、
20
日
（
水
）
に
長
野
県
県
民
文
化
会

館
で
開
催
し
ま
し
た
。
当
コ
ン
サ
ー
ト
に
は
、

グ
リ
ー
フ
サ
ポ
ー
ト
の
一
環
と
し
て
「
ご
遺
族

の
心
に
寄
り
添
う
時
間
を
提
供
す
る
こ
と
」
を

目
的
に
開
催
。

11
回
目
の
開
催
と
な
る
今
回
は
、
昨
年
4
月

か
ら
今
年
3
月
ま
で
に
Ｊ
Ａ
葬
祭
で
葬
儀
を
さ

れ
た
ご
遺
族
を
招
待
し
、
松
本
会
場
４
８
９
名

と
長
野
会
場
５
７
５
名
の
合
計
１
０
６
４
名
の

方
に
ご
来
場
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
演
奏
者
の
深
沢
雅
美
さ

ん
（
ピ
ア
ノ
）、
宮
岡
由
美
子
さ
ん
（
フ
ル
ー

ト
）、小
山
弦
太
郎
さ
ん
（
サ
ク
ソ
フ
ォ
ー
ン
）、

横
島
礼
理
さ
ん
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）
の
4
名
が

エ
ル
ガ
ー
の
「
愛
の
挨
拶
」
な
ど
12
曲
を
、
ク

ラ
シ
ッ
ク
音
楽
中
心
に
演
奏
。
ア
ン
コ
ー
ル
の

「
上
を
向

い
て
歩
こ

う
」で
は
、

来
場
者
が

演
奏
に
合

わ
せ
て
歌

い
、
温
か

な
音
楽
の

調
べ
が
会

場
を
包
み

ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
三
郷
支
所
構
内
で
「
リ
ン
ゴ

フ
ェ
ア
＆
農
業
祭
り
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
Ｊ
Ａ
役
職
員
ら
が
贈
答
用
・

家
庭
用
リ
ン
ゴ
や
秋
野
菜
、
新
米
を

販
売
し
た
ほ
か
、（
株
）
か
ま
く
ら

や
の
新
そ
ば
と
三
郷
女
性
部
に
よ
る

豚
汁
を
振
舞
い
ま
し
た
。
ま
た
振
舞

い
の
会
場
入
り
口
に
は
、
令
和
6
年

能
登
半
島
災
害
義
援
金
の
募
金
箱
を

設
置
し
、
被
災
地
の
復
興
を
支
援
し

ま
し
た
。
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
初
め

て
の
出
演
と
な
る
「
本
郷
若
獅
子
太
鼓
」
に
よ

る
演
奏
は
、
力
強
い
音
色
で
来
場
者
を
魅
了
し

ま
し
た
。
晩
生
種
リ
ン
ゴ
「
サ
ン
ふ
じ
」
の
収

穫
最
盛
期
に
合
わ
せ
て
毎
年
開
催
し
て
い
て
、

今
年
も
県
内
外
か
ら
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い

ま
し
た
。
リ
ン
ゴ
５
㌔
の
贈
答
用
・
家
庭
用
合

わ
せ
て
40
箱
、
袋
詰
め
リ
ン
ゴ
を
70
袋
購
入

し
た
川
崎
市
か
ら
訪
れ
た
来
場
者
は
、「
安
曇

野
産
の
サ
ン
ふ
じ
は
ど
こ
よ
り
も
美
味
し
く
て

約
20
年
間
毎
年
買
い
に
き
て
い
る
。
車
い
っ
ぱ

い
に
サ
ン
ふ
じ
を
積
ん
で
帰
る
の
が
幸
せ
。
来

年
も
楽
し
み
に
し
て
い
る
」
と
嬉
し
そ
う
に
話

し
ま
し
た
。
温

地
区
担
当
の
小

林
俊
夫
理
事
は

「
今
年
も
多
く

の
皆
様
に
良
い

リ
ン
ゴ
を
お
届

け
で
き
て
大
変

嬉
し
く
思
う
」

と
話
し
ま
し

た
。

　

穂
高
支
所
運
営
委
員
会
は
、
同
支

所
構
内
で
「
吉
蔵
ね
ぎ
・
新
米
・
リ

ン
ゴ
～
秋
の
収
穫
祭
～
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
理
事
、
部
会
長
、
女

性
部
、
Ｊ
Ａ
職
員
ら
約
60
名
が
新
鮮

野
菜
や
旬
の
果
物
を
販
売
し
、
売
り

場
に
は
吉
蔵
ね
ぎ
（
１
束
2
㌔
、
５

０
０
円
）
や
R
６
年
度
安
曇
野
産
の

新
米
、
ナ
ガ
イ
モ
、
リ
ン
ゴ
と
い
っ

た
旬
の
農
産
物
が
並
び
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
あ
づ
み
女
性
部
穂
高
支
部
の
メ
ン
バ
ー

が
定
植
か
ら
収
穫
ま
で
手
掛
け
た
「
吉
蔵
ね

ぎ
」。
収
穫
祭
に
て
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い

た
「
吉
蔵
ね
ぎ
」
の
販
売
は
今
年
限
り
と
な
り

ま
す
。
販
売
開
始
前
か
ら
「
吉
蔵
ね
ぎ
」
を
求

め
て
売
場
に
は
長
蛇
の
列
が
で
き
、
４
０
０
束

あ
っ
た
吉
蔵
ね
ぎ
は
完
売
し
ま
し
た
。

　

ま
た
60
名
限
定
の
リ
ン
ゴ
の
詰
め
放
題
や
、

吉
蔵
ね
ぎ
を
使
っ
た
ね
ぎ
味
噌
お
に
ぎ
り
・
ね

ぎ
汁
の
振
舞
い
、
紅
白
餅
投
げ
と
い
っ
た
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
会
場
は
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

「
第
30
回
有
明
地
区
祭
と
新
そ
ば
祭
り
」

２
０
２
４
虹
の
花
束
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

三
郷
地
区　
「
リ
ン
ゴ
フ
ェ
ア
＆
農
業
祭
り
」開
催

穂
高
支
所「
秋
の
収
穫
祭
」　

吉
蔵
ね
ぎ
の
販
売
は
今
年
で
最
後
に

11月
16日

11月
11日

11月
16日

▲吉蔵ねぎを買い求め賑わう会場

11月
16・17日

▲虹の花束コンサート▲リンゴ「サンふじ」のオープン箱を吟味する来場者

▲餅つき大会に参加した子どもたち
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Ｊ
Ａ
あ
づ
み
が
10
月
1
日
か
ら

始
め
た
～
創
立
60
周
年
記
念
企
画

～
「
み
ん
な
で
国
消
国
産
！
秋

の
大
収
穫
祭 

直
売
所
へ
行
こ
う

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
は
盛
況
の
う
ち

に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が
全
体
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
「
国
消
国
産
」
へ

の
理
解
醸
成
と
「
食
」
や
「
農
」

へ
の
重
要
性
を
再
認
識
し
て
も
ら

お
う
と
11
月
30
日
ま
で
の
約
2
か

月
間
、
安
曇
野
市
豊
科
南
穂
高
の

安
曇
野
ス
イ
ス
村
ハ
イ
ジ
の
里
を

核
と
し
、
週
末
を
中
心
に
「
食
」

や
「
農
」
に
ち
な
ん
だ
多
彩
な
催

し
を
開
催
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
Ｊ
Ａ
あ
づ
み
公
式
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
農
産
物
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
企
画
も
同
時
開
催
。
10
月

1
日
か
ら
10
月
31
日
を
第
一
期
と

す
る
「
ハ
イ
ジ
の
里
の
レ
シ
ー
ト

を
集
め
て
農
産
物
を
Ｇ
Ｅ
Ｔ
し
よ

う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
は
、
計
99

名
の
応
募
が
あ
り
、
当
選
者
に
は

新
米
や
リ
ン
ゴ
、
商
品
券
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

（
最
終
取
材
日
11
月
24
日
）

『国』で『消』費する食べ物はでき
るだけこの『国』で生『産』すると
いう考え方で、全国のJA グルー
プで取り組みを進めています。

みんなで

～JAあづみ創立60周年記念企画～～JAあづみ創立60周年記念企画～

▲くだもの祭りで来場者も餅つきを
楽しみました

▲松本蟻ケ崎高校書道部による書道
パフォーマンス

▲女性部による新米おにぎりときのこ汁
の振舞い

▲大生活祭サテライト会場の「ハイジの
里」も大盛況でした

▲リンゴを吟味する来場者

▲大生活祭で開催した仔牛の写生大会

「秋の大収穫祭」直売所へ行こうキャンペーン大盛況「秋の大収穫祭」直売所へ行こうキャンペーン大盛況
～JAあづみ創立60周年記念企画～～JAあづみ創立60周年記念企画～

「秋の大収穫祭」直売所へ行こうキャンペーン大盛況「秋の大収穫祭」直売所へ行こうキャンペーン大盛況

【安曇野スイス村ハイジの里にて】

【大生活祭会場にて（堀金烏川同JA総合事業基地）】
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▲女性部によるつきたての
餅の振舞い

▲役職員らが感謝を込めて来場
者に餅を配りました

▲初開催のリンゴの食べ比べ
チャレンジ

期
間
中
は
、
米
の
消
費
拡
大
イ
ベ
ン
ト

や
く
だ
も
の
祭
り
、第
53
回
大
生
活
祭（
サ

テ
ラ
イ
ト
会
場
）、新
そ
ば
・
長
芋
フ
ェ
ア
、

り
ん
ご
祭
り
を
開
催
。
県
内
外
問
わ
ず
多

く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
、
幅
広
い
世
代
の

消
費
者
に「
国
消
国
産
」の
考
え
方
や「
食
」

や
「
農
」
の
大
切
さ
を
伝
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

10
月
26
日
か
ら
2
日
間
、安
曇
野
ス
イ

ス
村
ハ
イ
ジ
の
里
で
く
だ
も
の
祭
り
を
開

催
し
ま
し
た
。収
穫
最
盛
期
の
り
ん
ご
を

は
じ
め
、安
曇
野
産
の
ラ
・フ
ラ
ン
ス
や
梨
、

新
米
や
き
の
こ
、白
菜
な
ど
旬
の
農
産
物

を
販
売
し
ま
し
た
。ま
た
、同
Ｊ
Ａ
女
性
部

と
青
壮
年
部
の
協
力
に
よ
り
餅
つ
き
大
会

を
実
施
し
、つ
き
た
て
の
餅
に
き
な
粉
と
あ

ん
こ
を
付
け
、来
場
者
に
振
舞
い
ま
し
た
。

11
月
8
日
か
ら
10
日
の
3
日
間
、
第
53

回
大
生
活
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。
昭
和
47

年
か
ら
続
く
秋
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
。
今
年

は
会
場
を
堀
金
烏
川
の
同
Ｊ
Ａ
総
合
事
業

基
地
に
戻
し
、
安
曇
野
ス
イ
ス
村
ハ
イ
ジ

の
里
を
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
と
し
て
開
催
し

ま
し
た
。
安
曇
野
の
新
鮮
な
農
産
物
や
農

機
具
、
農
業
資
材
、
生
活
用
品
な
ど
を
特

価
で
販
売
し
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
や
松
本
蟻
ケ
崎
高

校
書
道
部
に
よ
る
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
、
恒
例
の
牛
乳
早
飲
み
競
争
、
そ
し
て

初
め
て
の
試
み
と
な
る
「
リ
ン
ゴ
の
食
べ

比
べ
チ
ャ
レ
ン
ジ
」、
女
性
部
に
よ
る
新

米
お
に
ぎ
り
と
き
の
こ
汁
の
振
舞
い
を
行

い
ま
し
た
。

最
終
日
に
は
紅
白
餅
を
配
り
、
日
頃
の

事
業
利
用
の
感
謝
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

11
月
16
日
か
ら
2
日
間
、新
そ
ば
・
長

芋
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
し
た
。ハ
イ
ジ
の

里
の
店
内
入
口
の
セ
ン
タ
ー
キ
ッ
チ
ン
を

活
用
し
、新
そ
ば
を
振
舞
い
ま
し
た
。来
場

者
は
、そ
ば
の
香
り
や
味
を
堪
能
し
た
後
、

次
々
と
買
い
物
カ
ゴ
に
入
れ
て
い
ま
し

た
。長
芋
の
コ
ー
ナ
ー
に
は
、穂
高
牧
産
や

山
形
村
産
の
長
芋
が
並
び
、多
く
の
来
場

者
で
賑
わ
い
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

約
2
か
月
間
の「
み
ん
な
で
国
消
国

産
！
秋
の
大
収
穫
祭 

直
売
所
へ
行
こ
う

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」の
終
幕
と
な
る
、り
ん
ご

祭
り
・
国
消
国
産
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
感
謝
祭

を
安
曇
野
ス
イ
ス
村
ハ
イ
ジ
の
里
で
11
月

23
日
か
ら
2
日
間
開
催
し
ま
し
た
。同
所

の
商
品
を
２
０
０
０
円
以
上
購
入
し
た
先

着
４
０
０
名
限
定
で
き
の
こ
セ
ッ
ト
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
た
ほ
か
、松
本
大
学
松
商
短

期
大
学
生
が
考
案
し
た
り
ん
ご
ス
イ
ー
ツ

を
振
舞
う
な
ど
幅
広
い
世
代
の
来
場
者
が

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

10
月
1
日
～
11
月
24
日（
最
終
取
材
日
）

ま
で
の
売
上
高
は
、2
億
１
６
４
万
円（
昨

年
同
日
比
２
８
２
０
万
円
増
）、
レ
ジ
通

過
者
数
は
、
7
万
９
２
７
４
人
（
昨
年
同

日
比
２
０
５
４
人
増
）
と
大
幅
に
伸
長
し

ま
し
た
。

営
農
経
済
事
業
部
農
業
企
画
課
の
吉
澤

大
和
課
長
は
「
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
通

じ
て
、
少
し
で
も
地
元
や
国
産
の
農
畜
産

物
の
消
費
に
つ
な
が
れ
ば
嬉
し
い
。
こ
れ

か
ら
も
、
国
消
国
産
、
地
産
地
消
に
つ
な

が
る
活
動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中
に
足
を
運
ん
で
下

さ
り
、
農
産
物
な
ど
を
ご
購
入
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。今
後
も「
国

消
国
産
」
の
理
解
醸
成
や
「
食
」
や
「
農
」

の
重
要
性
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
を
行
っ

て
参
り
ま
す
の
で
変
わ
ら
ぬ
ご
愛
顧
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

国
消
国
産

幅
広
い
世
代
に
Ｐ
Ｒ

く
だ
も
の
祭
り

第
53
回
大
生
活
祭

新
そ
ば
・
長
芋
フ
ェ
ア

り
ん
ご
祭
り
・
国
消
国
産

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
感
謝
祭

沢
山
の
ご
来
場

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

「秋の大収穫祭」直売所へ行こうキャンペーン大盛況「秋の大収穫祭」直売所へ行こうキャンペーン大盛況

▲大学生考案りんごスイーツの
振舞い

▲先着400 名限定できのこセッ
トをプレゼント

「秋の大収穫祭」直売所へ行こうキャンペーン大盛況「秋の大収穫祭」直売所へ行こうキャンペーン大盛況
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季節を暮らしのエッセンスに

監
事
会
か
ら
の
お
願
い

※
当
組
合
の
業
務
に
関
す
る
一
般
的
な
苦
情

に
つ
い
て
は
、
事
業
部
・
支
所
・
地
域
営

農
セ
ン
タ
ー
に
て
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

※
ご
好
意
に
よ
る
情
報
提
供
で
あ
っ
て
も
、誹

謗・中
傷
に
類
似
す
る
内
容
の
も
の
は
受
付
致

し
か
ね
ま
す
の
で
、予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
電
話
で
の
連
絡
は
番
号
の
間
違
い
に
注
意

し
て
下
さ
い
。

あ
づ
み
農
業
協
同
組
合
監
事
会
は

経
営
の
健
全
な
発
展
に
資
す
る
た

め
、
組
合
員
の
皆
様
よ
り
経
営
執
行

に
対
す
る
ご
意
見
、
経
営
に
対
し
て

気
に
な
る
行
為
や
法
令
・
定
款
に
違

反
す
る
行
為
な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
封
書
又
は
電
話
に
て
左
記
連
絡

先
ま
で
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
ご
提
供
い
た
だ
い
た
情
報

の
内
容
・
ご
提
供
者
名
等
に
つ
き
ま

し
て
は
個
人
情
報
保
護
法
や
当
組
合

の
規
定
・
要
領
に
基
づ
き
厳
重
に
管

理
す
る
と
と
も
に
秘
密
厳
守
い
た
し

ま
す
。

あ
づ
み
農
業
協
同
組
合　
監
事
会

連
絡
先

〒
３
９
９ｰ

８
２
８
３

長
野
県
安
曇
野
市
豊
科
４
２
７
０ｰ

６

あ
づ
み
農
業
協
同
組
合

監
査
室　
宛

電
話

０
２
６
３ｰ

72ｰ

４
０
３
３

（
内
線
１
０
５
）

新しい年を迎えるための準備は、ハイジの里で !!　皆様のお越しをおまちしております。
令和6年12月28日（土）9：00～18：00

29日（日）9：00～18：00
30日（月）8：00～18：00
31日（火）8：00～16：00

内　容 　安曇野産年越しそば、安曇野産
野菜・果物販売・直売所提携愛媛みかん販売
「北陸豊鮮」から日本海直送のブリ販売
新鮮なお刺身・お寿司の盛り合わせ販売

〈お問い合わせ〉	 安曇野スイス村ハイジの里（☎ 87-0812）
	 営業時間：9：00～18：00　１月１日（水）～４日（土）は休業（初売りは1月5日（日）　9：00～17：00）

日　時

安曇野スイス村ハイジの里 歳末大市

ATMなどのサービスの
一時休止について

「届出事項変更届」が
変更となりました

休止日 休止時間 休止するサービス（※）

令和７年
１月２日（木） 18：00～翌8：00

一部取引休止（県内ＪＡの
ＡＴＭとＪＡネットバン
クサービスはご利用可能）

令和７年
１月12日（日） 6：30～12：00 全取引休止

令和７年
１月18日（土） 21：00～翌8：00 全取引休止

令和７年
２月23日（日） 6：30～9：00予定 全取引休止

令和７年
3月９日（日） 6：30～12：00 全取引休止

いつもＪＡバンクをご利用いただきありがとうございます。
このたびＪＡバンクはお客様へのサービスや利便性の向上
を目的としたシステム更改に伴い、誠に勝手ながらＡＴＭ・
ＪＡネットバンク等のサービスを一時休止させていただき
ます。
ご不便をおかけいたしますが、何卒ご理解とご協力を賜り
ますようお願い申し上げます。

　JAバンクのシステム更改に伴い「届出事項変更届」
が変更になりました。旧様式は使用不可となりますので、
ご来店の際はご確認をお願いします。

※代表者等の変更で旧様式がお手元にある際はご注意下さい。

（※）休止するサービス：ＪＡバンクのＡＴＭ、コンビニ等のＡＴＭ，ＪＡネッ
トバンクサービス、ジェイデビット

現金のお引き出しはお早めに。
お客様にはご不便をおかけし誠に申し訳ございませんが、あらかじめ現
金をお引き出しいただく等のご準備をお願い申し上げます。

※ＪＡ・店舗・ＡＴＭ・提携金融機関によっては、ご利用可能日、ご利用可能時間およびご利
用可能サービスが異なるため、上記スケジュール以外にもサービスをご利用いただけな
い場合がございます。 詳しくは、窓口・ホームページ等でご確認ください。 新様式は各金融店舗にご用意してあります。
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すまいる情報チャンネル

令和 6 年分
決算・消費税等説明会のご案内

豊科地域営農センター及び
（株）あづみ野開発移転のお知らせ

　青色申告決算書の作成にあたっての注意点
などについて、次のとおり松本税務署主催の
説明会を開催いたします。　※先着50 名限定

12 月より豊科地域営農センター及び（株）あづみ野開発が
移転し、営業が開始されました。移転先や住所、電話番号、営
業時間は以下の通りです。

と　き

ところ

12 月 20日（金）
14：00～16：00

松本市勤労者福祉センター
３－３会議室
（松本市中央４-7-26）

移 転 先 	 旧豊科支所（金融・共済の窓口があった場所です）

住　　所 	 安曇野市豊科2400

電話番号 	（0263）71-3188（豊科地域営農センター）

	 （0263）72-1966（あづみの開発）

営業時間 	 8:30～17:00

令和 6 年度年末年始営業日程
12月28日（土）～1月5日（日）までは下記の通り営業し、1月6日（月）から通常営業いたします。

業務区分 28日（土）29日（日）30日（月）31日（火） 1日（水） 2日（木） 3日（金） 4日（土） 5日（日）
金融・共済窓口業務 × × 〇 × × × × × ×
ＪＡバンクのＡＴＭ 〇 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○

ローンセンター 〇 〇 〇 × × × × × ×
各地域・地区営農センター × × 〇 × × × × × ×
ＪＡファームみどりの店 ○ × × × × × × × ×

安曇野スイス村ハイジの里 ○ ○ 8：00～
18：00

8：00～
16：00 × × × × ○

安曇野スイス村ハイジの里 別館 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○
そ菜特産流通センター
（中央野菜集出荷所） ○

×
一部品目
取扱い予定

× × × × × × ○

果実流通センター
（果実中央・南部選果所） × × × × × × × × ×

耐久資材センター 〇 × 〇 × × × × × ×

プロパンセンター × × 〇 ○
緊急対応のみ

○
緊急対応のみ

○
緊急対応のみ

○
緊急対応のみ × ×

農業機械センター × × 〇 × × × × × ×

生活課（外販） × × 〇 9：00～
16：00 × × × × ×

給油所

有明・温・倭 〇 〇 〇 8：30～
17：00 × × × ○ ○

烏川 〇 〇 〇 8：30～
17：00 × × × ○ ○

大野川 〇 〇 〇 8：30～
15：00 × × × ○ ○

奈川 〇 × 〇 8：30～
15：00 × × × ○ ×

インター給油所 〇 〇 〇 8:00～
17：00 × 8:00～

17：00 ○ ○ ○

灯油配送センター 〇 〇 〇 ○
緊急対応のみ × ○

緊急対応のみ
○

緊急対応のみ ○ ○

セレモニー 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ ○ ○
あんしんの里[楡]・[南穂高]

（電話対応有） 〇 〇 〇 × × × × ○ ○

居宅介護支援事業所
（電話対応有） × × 〇 × × × × × ×

指定訪問介護事業所
（電話対応有） 〇 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○

ＪＡオートパル × × × × × × × × ×
ファミリーマート
ＪＡあづみ烏川店 ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○

※上記以外の一般業務は8：30～17：00となります。金融窓口は9：00～15：00
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食と農の大切さを伝えますみんなのあした 食と農の大切さを伝えますみんなのあした

県
の
伝
統
野
菜「
牧
大
根
」の
収
穫

県
内
各
地
で
大
人
気

長
年
愛
さ
れ
続
け
た「
吉よ

し
く
ら蔵
ね
ぎ
」

最
後
の
収
穫

Ｊ
Ａ
あ
づ
み
女
性
部
西
穂
高
支
部
の
「
牧
大

根
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
安
曇
野
市
穂
高
牧
の
約

23
㌃
の
畑
で
「
牧
大
根
」
を
収
穫
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
役
職
員
と
女
性
部
員
合
わ
せ
て
約
30
人
が
８
０
０
０
本

ほ
ど
を
収
穫
し
ま
し
た
。

明
治
時
代
か
ら
地
域
で
親
し
ま
れ
て
き
た「
牧
大
根
」は「
信

州
の
伝
統
野
菜
」
と
し
て
県
か
ら
認
定
さ
れ
て
お
り
、
同
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
２
０
０
６
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
6
年
度
産
は
播
種
後
の
高
温
や
少
雨
の
影
響
で
身
割
れ
が

多
い
も
の
の
漬
物
に
適
し
た
サ
イ
ズ
に
仕
上
が
り
、
既
に
県
内
各

地
の
購
入
希
望
者
36
人
か
ら
計
３
０
０
０
本
近
く
の
注
文
を
受
け

る
程
の
人
気
ぶ
り
で
す
。

メ
ン
バ
ー
の
熊
井
悦
子
さ
ん
は
「
天
候
不
順
で
生
育
状
況
が
心

配
さ
れ
た
が
、
良
い

大
根
に
仕
上
が
っ
た
。
老
若
男

女
問
わ
ず
牧
大
根
の
食
感
を
楽

し
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

20
日
頃
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
主
力
商
品
の
漬
物「
う
ん
め

え
漬
け
」作
り
が
始
ま
り
、12
月

中
旬
ご
ろ
か
ら「
し
ょ
う
ゆ
漬

け
」、
来
年
2
月
上
旬
か
ら「
ぬ

か
漬
け
」を
販
売
予
定
。大
型
農

産
物
直
売
所「
安
曇
野
ス
イ
ス

村
ハ
イ
ジ
の
里
」「
穂
高
農
産
物

直
売
所
」「
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー

ト
烏
川
店
」で
購
入
で
き
ま
す
。

Ｊ
Ａ
あ
づ
み
女
性
部
穂
高
支
部
は
、
安
曇
野
市

穂
高
の
圃
場
で
「
吉
蔵
ね
ぎ
」
の
収
穫
作
業
を
行

い
ま
し
た
。
女
性
部
員
や
地
区
理
事
、
Ｊ
Ａ
職
員

ら
31
人
が
参
加
し
、
８
０
㎝
ほ
ど
伸
び
た
ネ
ギ
を
次
々
と
優

し
く
引
き
抜
き
、
軟
白
部
の
枯
れ
葉
を
２
～
３
枚
剥
い
た
あ

と
、
２
㌔
ず
つ
丁
寧
に
ひ
も
で
束
ね
ま
し
た
。

吉
蔵
ね
ぎ
は
分
け
つ
の
少
な
い
光
沢
の
あ
る
太
ネ
ギ
で
、

甘
み
が
あ
り
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
と
し
た
食
感
で
香
り
も
良
い
た
め
、

煮
て
も
焼
い
て
も
美
味
し
い
の
が
特
徴
で
す
。

４
月
中
旬
に
約
８
㌃
に
１
万
本
を
本
定
植
し
、
ね
ぎ
部
長
の
浅

川
寿
美
子
さ
ん
ら
が
中
心
と
な
り
、
土
寄
せ
や
草
取
り
な
ど
の
管

理
作
業
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

女
性
部
の
交
流
も
深
め
な
が
ら
、
約
20
年
前
か
ら
続
い
て
き

た
「
吉
蔵
ね
ぎ
」
の

栽
培
は
、
苗
の
供
給
先
の
高
齢

化
な
ど
に
よ
り
、
今
年
が
最
後

の
収
穫
と
な
り
ま
し
た
。
地
域

住
民
な
ど
か
ら
販
売
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
も
多
く
、
地
域
の

学
校
給
食
に
50
㌔
提
供
す
る
な

ど
、
年
々
フ
ァ
ン
を
増
や
し
愛

さ
れ
続
け
て
き
ま
し
た
。

浅
川
さ
ん
は
「
今
年
の
猛
暑

に
も
め
げ
ず
、
昨
年
よ
り
も
太

さ
が
あ
り
、
真
っ
す
ぐ
で
言
う

事
な
し
の
最
高
の
ネ
ギ
に
な
っ

た
」
と
嬉
し
そ
う
に
話
し
ま
し

た
。

11月
11日

11月
13日

ＪＡあづみ
女性部

ＪＡあづみ
女性部

▲収穫した牧大根を束にする部員ら

▲収穫した吉蔵ねぎを束ねる部員ら
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笑顔あふれる輝く毎日あしたへのあんしん

あ
ん
し
ん
の
里
楡
で
は
第
２
回
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。
台

風
21
号
が
接
近
し
て
お
り
交
流
会
当
日
は
風
が
強
か
っ
た
も
の

の
良
い
天
候
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

大
勢
の
若
い
ご
家
族
の
お
客
様
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
子

ど
も
達
の
楽
し
そ
う
に
は
し
ゃ
ぐ
声
が
場
を
賑
や
か
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。
利

用
者
さ
ん
も
子
ど
も
た
ち
に
「
可
愛
い
ね
」
と
声
を
掛
け
る
な
ど
し
て
、
触
れ

合
い
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
参
加
者
全
員
で
の
体
操
や
お
菓
子
作
り
、
的
当
て
や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

の
素
敵
な
景
品
の
獲
得
な
ど
、
皆
様
と
て
も
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
焼
き
芋
と
豚

汁
の
振
る
舞
い
も
大
盛
況
で
、
出
来
立
て
熱
々
を
美
味
し
い
と
喜
ん
で
い
た
だ

き
、
と
て
も
良
い
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

10
月
に
入
り
暑
さ
も
和
ら
ぎ
少
し
ず
つ
涼
し
く
な
っ
て
き
た

と
こ
ろ
で
、
毎
年
恒
例
の
運
動
会
を
行
い
ま
し
た
。
赤
組
・
白

組
に
分
か
れ
て
、
玉
入
れ
ゲ
ー
ム
や
テ
ー
ブ
ル
上
で
の
ミ
ニ
ゲ

ー
ム
、
風
船
バ
レ
ー
な
ど
の
種
目
で
勝
敗
を
競
い
ま
し
た
。
最

初
に
応
援
合
戦
を
行
い
、「
エ
イ
、
エ
イ
、
オ
ー
！
」
と
大
き
な
声
で
元
気
を
出

し
て
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
種
目
が
始
ま
る
と
、一
人
ひ
と
り
が
「
が
ん
ば
れ
ー
！
」

「
そ
の
調
子
だ
よ
！
」
と
一
生
懸
命
に
応
援
し
、
選
手
は
夢
中
に
な
っ
て
頑
張
っ

て
い
ま
し
た
。
最
後
に
パ
ン
食
い
競
争
を
全
員
で
行
い
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

お
茶
の
時
間
に
は
、
自
分
で
取
っ
た
パ
ン
を
美
味
し
く
食
べ
な
が
ら
「
楽
し
か

っ
た
ね
」、「
難
し
か
っ
た
よ
ね
」
な
ど
と
感
想
を
話
し
、
大
変
楽
し
い
運
動
会

と
な
り
ま
し
た
。

11月5日、安曇野市の南穂高ふれあいセン
ターで第18 回生き活き塾を開講しました。

高松第三行政区ふるさと地域協議会の
事務局長熊谷哲周さんを講師に「農福連携

（農村RMO）で未来を拓く」、～「あんしん」
のおかげで地域が元気になりました！～
を学びました。

福祉相談会のお知らせ
『日　時』　12月18日（水）　10時～12時
『場　所』　ＪＡあづみ南穂高ふれあいセンター
『内　容』　福祉の専門家（介護支援専門員・

介護福祉士）がわかりやすく相談
に応じます。※相談無料　予約優先

ご予約・問い合わせ先
　JAあづみ訪問介護事業所　0263-72-2148
　JAあづみ居宅介護支援事業所　0263-87-0380

NPO法人
あんしん

★賛助会員★正会員

★利用会員

サービス
提供 協力依頼

　経費支払い

利用依頼・利用料金
会費の納入

会費の納入
会費の納入

くらしの助け合い活動あんしん
あんしんは会員が「困ったときはお互い

さま」の心で支え合う組織です。あんしん
は趣旨に、ご賛同いただいた正会員、賛助
会員、利用会員の皆様で構成されています。

住み慣れた地で老いても心身ともに元気
でお互いに助け合いながら暮らすことの出
来る「あんしんの里づくり」を目指してい
ます。次回は会員についてご紹介します。
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85

年金の専門家（社会保険労務士または年金相談員）
がわかりやすく相談に応じます。

夜間や週末も開催しております。お仕事帰りやお
休みの日にもお気軽にお越し下さい。

応募締切
12月20日㈮必着

② 墨をするときに使います
⑤ 英国の文化について学び、――を深めた
⑦ 外為の「為」を略さずにいうと
⑨ 氷の張った湖で楽しむ人もいるスポーツ
⑪ 令和6年の干支（えと）は――、令和7年

は巳（み）です
⑫ 残ったおでんに具を――して煮直した
⑭ ズボンを買ったあとで上げることも
⑯ 使ってはいけない技のこと
⑱ だしを取るのに使う小魚の干物
⑳ ゴルフクラブの一種です
� 風邪の予防に、 ガラガラガラ

① 12 月 24 日の夜のこと。聖夜ともいい
ます

② 甘いお菓子のことです
③ ――の授業で、冬の星座について学ん

だ
④ 昭和の頃の録音媒体。たるむと鉛筆で

巻きました
⑥ ギャンブルです
⑧ どてらに詰められているもの
⑩ 安心したときにホッともらします
⑬ 忘年会で部長が――の音頭を取った
⑮ サンタクロースの乗り物
⑰ 彼は――ともに認める本の虫だ
⑲ ――、乙、丙、丁

応募総数 31 通
　当選者　安曇野市　塩川さん
　　　　　安曇野市　降旗さん
　　　　　安曇野市　佐藤さん

A.11 月号の答え

二重マスの文字をA～Ｅの順に並べて
できる言葉は何でしょうか？

Q.

正解の中から抽選で３名
の方に、JA まごころ商品
券（1,000円分）をプレゼン
トします。

（毎月 20 日頃発送）

（1）豚バラ肉は 4 等分にしてたっぷりのお湯で軟らかくなるま
で下ゆでする。むき栗は、塩を入れて水から下ゆでする。
ブロッコリーも下ゆでする。レンコンは厚さ 1cm のいちょ
う切りにする。柿は皮をむいて 4 等分にする。

（2）180度の油で（1）の豚バラ肉、むき栗、レンコンを素揚げする。
（3）フライパンに混ぜ合わせたたれの材料を火にかけ、とろみ

が付いたら（2）と柿を入れて絡め、ごま油を回し掛け、器に
盛り付け、（1）のブロッコリーを飾って出来上がり。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
ホ シ ガ キ

材料（4人分）

作り方

栗の黒酢酢豚

（JA 広報通信より引用）

日　　時 場　所

12月14日（土）10：00～16：00 三郷支所

17日（火） 9：00～15：00 有明出張所

24日（火） 9：00～15：00 梓川支所

令和7年
１月17日（金） 9：00～15：00 穂高支所

18日（土）10：00～16：00 豊科支所

豚バラ肉ブロック 	 200g
むき栗 	 8 個
柿 	 1 個
レンコン 	 100g
ブロッコリー 	 適宜
油 	 適宜
ごま油 	 小さじ 1

●たれ
砂糖 	 大さじ 4
黑酢 	 大さじ 3
しょうゆ 	 小さじ 2
酒 	 小さじ 2
レモン汁 	 大さじ 1/2
ニンニクみじん切り 	 小さじ 1/2
水 	 大さじ 4
鶏がらスープのもと 	 小さじ 1/2
水溶き片栗粉 	 大さじ 1
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これまでの努力が実りとなっ
て表れます。最後の仕上げを
完璧にやり遂げましょう。宴
会、 催し物にツキあり

協力者に恵まれ順調に進みま
す。いろいろ話してみましょ
う。あなたと同じ考えを持っ
た人との出会いもありそう

タイミングが狂いがちです。 
周囲の状況をよく見ましょ
う。思い違いに気付けます。
丁寧な作業で名誉挽回を

表面的には順調ですが、気に
かかることも多そう。ストレ
スをためないよう気分転換を
心がけて。考え過ぎは禁物

対人運が活発化。あまり話し
たことのない人とも仲良くな
れます。忘年会などには積極
的に参加を。外出にツキ

運勢は好調。自力だけでなく
他力も活用。皆で一緒にやり
遂げることで大団円が待って
います。旅行にツキ

迷ったときにはいつも通りを
選択。ルーティンワークを丁
寧に続ければ好結果が得られ
ます。大掃除は早めに始めて

上昇運です。面倒事はあります
が、1つずつ解決していけます。
「急がば回れ」を心がけて。お
茶の時間にツキ

ハイパワーに恵まれます。難
しいと思っていたこともやり
遂げることができる運気です。 
目的を再確認して GO!

隠れていたことが表面化。シ
ョックなこともありそうです
が、状況逆転のチャンスでも
あります。発想力を鍛えて

状況があまり良くなく思い通
りに進みにくいとき。焦らず
時を待つことも大切。運勢は
下旬に回復、仕切り直しが吉

諦めの早い傾向が。少し粘っ
てみると良い方向へ。押して
も駄目なら引いてみましょ
う。新しいやり方の研究が吉

スクラム 11月20日現在

〈11月27日開催〉
● 2024 年度 定期（仮決算）監事監査意見書に対する改善状況報

告について　他

●直売所「安曇野スイス村ハイジの里」登録会員／ 733

理事会報告

安曇野産米目方あて・クイズラリー当選者のご紹介
11 月 8 日から３日間、安曇野市堀金烏川の JA 総合事業基地な

どで開催いたしました「第 53 回大生活祭」にお越しいただきあり
がとうございました。

厳正な抽選により、安曇野産米目方あて・クイズラリーの当選者
が決定いたしましたのでご紹介させていただきます。

安曇野産米目方あて クイズラリー当選者
▲厳正な抽選により当選者を決めました（応募総数　100名）（応募総数　220名）

当選者の皆さま
誠におめでとうございます！！

い
よ
い
よ
山
に
雪
が
降
っ

た
よ
う
で
す
ね
。
急
に
寒
く
な

り
、
体
調
に
気
を
付
け
な
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

（
安
曇
野
市　

宮
尾
さ
ん
）

１
年
間
世
話
に
な
っ
た
農
作

業
具
の
手
入
れ
を
し
て
い
ま

す
。
小
規
模
農
家
で
す
が
来
年

は
Ｊ
Ａ
へ
是
非
野
菜
の
出
荷
を

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
安
曇
野
市　

内
川
さ
ん
）

広報誌「スマイル」読者プレゼント！！

85

松 本 山 雅 FC
「2025 オ フ ィ シ
ャルカレンダー」
を 10 名様にプレ
ゼントいたしま
す。 ご 希 望 の 方
は、①郵便番号・
住所・氏名・年齢・
職業・電話番号、② JA・広報誌へのご意見・ご要
望をご記入の上、下記の宛先までお送りください。

応募締め切りは、12 月 20 日（金）必着。
応募多数の場合は厳正なる抽選

のうえ、当選者を決定させていただ
きます。当選者の発表は、商品の発
送（12 月下旬）をもってかえさせ
ていただきます。

正解
3.7㎏

【安曇野市】【松本市】【長野市】
青栁様 武田様 神保様
西村様 田村様

宮本様

１等（リンゴ 5㎏またはお米 10㎏）
【松 本 市】大井上様
【安曇野市】本郷様 浅川様
２等（クオカード）

【安曇野市】高野様　北林様　宮澤様　浅川様　松原様　西村様　村山様
【松 本 市】山本様　高山様　柳澤様
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